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防携パネルの最終強度後の挙動に防携材の取り付け角度が影響する。Angle-bar と tee-bar の場合、f1at-bar と比
較すると取り付け角度の差が及ぼす影響が大きい。
c) 連続防携パネルが局部座屈後、オイラ一座屈モードの全体座屈を生じて最終強度に達する場合、最終強度に対す
る防携材の取り付け角度の影響は大きい。
d) 圧延型鋼材付き薄板防携パネルの場合、座屈変形が進行中にウェブ上部の降伏が圧縮残留応力の影響で早期に発
生にするため、圧壊強度が組立て材防撰材付きの場合よりも低下する。
e) 厚板防携パネルでは、座屈変形が進行する前に全断面が降伏するので、圧壊強度に残留応力の差による有意な差
は現れない0
0 大きい細長比の防携材を有する連続防撰ノ号ネルでは防携材間で、パネルに局部座屈が発生した後、防撰材のトリピ
ングの発生より、防接パネルとしての最終強度に達する。さらに、 トリピングが発生した後、全体座屈が発生し
て崩壊する。この崩壊挙動は LTO 崩壊と呼ばれ、新たに確認された崩壊モードと考えられる。
以上のように、本論文で、は等寸法の防携材が等間隔に取り付けられている船体で多用されている連続防携ノミネルを
対象として、その座屈・塑性崩壊挙動に関する基本的な知見を得ている。近年、船体の広範囲に高張力鋼が使用され
るようになり、パネルの板厚は減少する傾向にある。この観点から、連続防携パネルの座屈・塑'性崩壊挙動に関する
新しい知見は貴重であり、より安全な船体構造の設計に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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